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平成２２年３月期 第２四半期累計期間の業績予想の差異 

 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

平成２１年５月１３日に公表いたしました平成２２年３月期（平成２１年４月１日から平成２２年３月３１ 

日）の第２四半期連結累計期間の業績予想における予想値と比較して、本日公表の決算において下記のとおり

差異が生じましたのでお知らせいたします。また、通期業績予想も修正いたしましたので、併せてお知らせい

たします。 

記 

 

                                   (単位;百万円) 
平成２２年３月期第２四半期連結累計期間 連結業績予想数値との差異（平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日）                                 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） ２，５５０ △４５ △４０ △７０ △１０円２３銭 

今回発表予想（Ｂ） ２，１２３ △１５２ △１７３ △１９１ △２７円７５銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） △４２７ △１０６ △１３３ △１２０  

増   減   率（％） △１６．７ ― ― ―  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成２１年３月期第２四半期) 
２，５８９ ３７ ７７ ３ ４１銭 

 
平成２２年３月期通期 連結業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期純

利益 

前回発表予想（Ａ） ５，１７６ △５１ △２５ △１０１ △１４円７１銭 

今回発表予想（Ｂ） ４，６４０ △３２９ △３１２ △３６０ △５２円３５銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） △５３５ △２７８ △２８７ △２５９  

増   減   率（％） △１０．３ ― ― ―  

(ご参考)前期実績 

(平成２１年３月期) 
４，９９０ △８６ △１３２ △２７２ △３７円２６銭 

 
平成２２年３月期第２四半期累計期間 個別業績予想数値との差異（平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日）                                 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり四半期

純利益 

前回発表予想（Ａ） ２，１７５ △１０４   △９６ △９９ △１４円３８銭 

今回発表予想（Ｂ） １，７９０ △１８９ △１９９ △２０１ △２９円２０銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ） △３８５       △８５   △１０３ △１０２  

増   減   率（％） △１７．７  ― ―   ―   

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成２１年３月期第２四半期) 
２,２０７ △２６    ３   △２２ △３円０５銭 



 
平成２２年３月期通期 個別業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日）    

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期純

利益 

前回発表予想（Ａ） ４，３４０ △２０１   △１０１ △１０７ △１５円６０銭 

今回発表予想（Ｂ） ３，５４４ △３９４ △３２４ △３２９ △４７円８３銭 

増  減  額（Ｂ）－（Ａ）     △７９６     △１９２     △２２３ △２２２  

増   減   率（％） △１８．３  ― ―   ―   

(ご参考)前期実績 

(平成２１年３月期) 
４,１４７ △２４１   △２４７   △３３９ △４６円４７銭 

 

差異の理由 

第２四半期累計期間 

【個別】 

当第２四半期累計期間における縫い糸市場は、消費マインド低迷の影響を受け、引き続き手作り手芸分野

も低調であったほか、日本向け衣料品は、一部を除いては、依然生産調整が顕著な上に、消費者の志向を睨

んだ衣料品の低価格化傾向が一段と強まるなど、縫製業や縫製副資材関連業は、極めて厳しい事業環境が続

いております。 

このような状況のなか、当社グループは、引き続き中期の経営課題に沿って、競争力の強化やホビー分野

における需要の掘り起こしなどに努めておりますが、縫い糸の受注状況は、かつてない厳しい状況が続きま

した。 

これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は、期初の予想を大きく下回る見込みとなりました。

利益面につきましては、大幅な売上高の落ち込みや、それに伴う操業度の低下などにより売上総利益の大幅

な減益となり、これを抑えるため販売促進費を始めとする販売費、人件費及びその他一般管理費の経費節減

に努めましたが、期初の予想よりも営業損失が拡大する見込みとなりました。また、これらの営業損失拡大

要因に加えて、有価証券評価損の戻入益計上などによる増益要因があったものの、受取利息及び受取配当金

の減少、貸倒引当金繰入額の計上などによる減益要因が増益要因を上回ることとなったため、経常損失及び

四半期純損失は期初の予想よりも損失額が拡大する見込みとなりました。  

 

【連結】 

当第２四半期連結累計期間における売上高は、個別と同様に期初の予想を大きく下回る見込みとなりまし

た。利益面につきましても個別の第２四半期累計期間で記載した損失拡大要因に加え、連結売上高の減少が

個別売上高の減少を上回り、個別以上に売上総利益が減少したため、営業損失及び経常損失は期初の予想よ

りも損失額が拡大する見込みとなりました。一方、連結子会社の減益に伴う課税所得の減少に伴い法人税等

が当初見込みよりも減少することとなり、四半期純損失は経常損失の落ち込みよりも改善する見込みとなり

ました。 

 

修正の理由 

通期 

【個別】 

第３四半期以降につきましても、景気は引き続き先行き不透明な状況が続くものと思われます。特に日本

向け衣料品の消費と生産の現状から、縫製業や縫製副資材関連業は、当面厳しい状況が続くと思われ、当社

グループにおける工業糸部門の事業環境回復も短期的には期待できません。 

これらの結果、通期における売上高は、当第２四半期累計期間と同様の状況で推移すると予想され、期初

の予想を下回る見込みであります。利益面につきましても、売上高の落ち込みや、それに伴う操業度低下な

どによる減益要因は続くものと思われ、引き続き販売費及び一般管理費の節減に努めてまいりますが、営業

損失、経常損失、当期純損失ともに期初の予想よりも、損失額が拡大する見込みであります。 

  

【連結】 

当社グループは、中長期的な事業環境を踏まえ、「国内販売シェアの拡大」を目的の一つとして、新たに

設立した連結子会社 株式会社ＦＴＣ（資本金100百万円、出資比率100％）が、当社の平成21年８月24日開

催の取締役会決議に基づき平成21年10月１日をもって東洋紡ミシン糸株式会社より縫い糸（ミシン糸）事業



を譲受けております。さらに平成21年10月10日には、秋田県に本店を置く糸卸商 株式会社シオンの発行済

株式の100％を取得し、子会社といたしました。 

今後はこれら２社とも連携を強化し、製造・販売両面においてシナジー効果を発揮させながら、国内での

販売シェアを高め、グループとしての収益の回復を目指してまいります。しかしながら、これら２社は、１

月決算会社であるため、当連結会計年度においては、約４ヶ月業績の連結となることから、業績の下振れを

カバーするまでには至らない見込みであります。また中国の連結子会社におきましても多少の改善が見込ま

れるものの、当第２四半期連結累計期間とほぼ同様の状況で推移すると予想されます。これらの結果、通期

における売上高及び利益につきましても、個別と同様に期初の予想を下回る見込みであります。 

 

 
 
（注）業績予測につきましては本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後様々な要因によって異なる場合があります。 
 
 

                                  以   上 


